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当期業績の概要
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税 引 前 利 益

百分比 2006/10期2005/10期 前期比百分比

営 業 利 益

経 常 利 益

売 上 高

当 期 純 利 益

販 管 費

売 上 総 利 益

売 上 原 価

当期の業績サマリー（連結）

100.0% 11,33211,034 + 2.7%100.0%

42.6% 4,8114,700 + 2.4%42.5%

57.4% 6,5206,334 + 2.9%57.5%

54.3% 6,2635,994 + 4.5%55.2%

3.1% 257339 ▲24.3%2.3%

3.2% 272356 ▲23.5%2.4%

2.6% ▲426 284 －▲3.8%

1.1% ▲383124 －▲3.4%

（単位：百万円、単位未満切捨て）
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地域別販売実績（飲食事業）

地区

岡山県

都道府県

熊本県

広島県

山口県

米国

島根県

福岡県

佐賀県

大阪府 兵庫県

販売額

直営店舗

構成比

合計

ＦＣ店舗

岡山県

広島県

大分県

山口県

宮崎県

鹿児島県

愛媛県

福岡県

高知県

佐賀県

長崎県

地区 都道府県 販売額 構成比

関西地区

海外

九州地区

四国地区

山陽地区

関西地区

九州地区

山陽地区

山陰地区

合計

（単位：百万円、単位未満切捨て）

100.0%100.0%

5.0%558 10.0%412
7.7%861

18.5%2,055

12.6%524

11.9%1,322

21.6%894

8.6%954

14.5%602

29.3%3,257

6.7%279

6.3%703

2.9%120

2.4%269

6.1%253

9.5%1,064

13.0%540
2.1%86
4.1%

1.8%

11,136
4.6%

4,149

168
76

190

鳥取県 0.8%88  
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主な店舗形態と店舗数の推移

2006/102005/102002/102001/10

2006/102005/102002/102001/10

2006/102005/102002/102001/10

147103140

25 2115

211152

151113103

1088169

433234

304273

115 7029

611

期初店舗数

新規出店数

閉鎖店舗数

期末店舗数

直営店舗数※

ＦＣ店舗数

その他

しーじゃっく

マリンポリス※

2003/10

2003/10

2003/10

113

21

2

132

92

40

34

97

1

（※注：米国８店の業態は、直営店のマリンポリスとして計算）

2004/10

2004/10

2004/10

132

21

5

148

103

45

34

112

2

148

15

16

147

102

45

28

117

2
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既存店売上高（単体）の推移

既存店売上高の月次推移（対前年比）

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 年度平均
2004年度 95.8 90.6 92.7 97.1 86.8 96.7 103.8 88.5 97.5 90.4 95.0 103.0 94.8
2005年度 85.6 97.0 99.6 85.3 93.1 92.8 89.9 94.2 93.8 91.7 91.9 90.8 92.1
2006年度 92.7 90.8 91.0 92.1 95.7 98.2 94.4 96.8 98.2 98.9 97.2 97.9 95.3
2007年度 101.9 105.3

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

110.0

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

2004年度 2005年度 2006年度 2007年度

105.3（見込み）

（見込み）
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339
862
478
842
354
448
194

1,523
1,289
5,994
4,700

11,034
金額

2005/10期

3.1％

7.8％

4.3％

7.6％

3.2％

4.1％

1.8％

13.8％

11.7％

54.3％

42.6％

100.0％

売上比

+ 12.7%3.5％399　消耗品費

+ 2.0%7.6％859　賃借料

+ 21.5%9.2％1,047　その他

▲1.6%4.2％470　減価償却費

+ 3.8%1.8％202　その他人件費

+ 2.7%100.0％11,332売上高

▲0.6%13.4％1,513　雑給

+ 2.8%11.7％1,325　給与・賞与

+ 4.5%55.2％6,263販管費

▲0.8%3.9％445　水道光熱費

+ 2.4%42.5％4,811売上原価

▲24.3%2.3％257営業利益

前年同期比売上比金額

2006/10期

（単位：百万円、単位未満切捨て）

原価率と主要販管費（連結）
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▲62　100.0％　4,968　　5,030　　負債・純資産合計

+ 204　42.5％　2,109　　1,904　　　　流動負債

+ 127　27.3％　1,356　　1,229　　　　固定負債

+ 247　40.9％　2,034　　1,787　　　　（有利子負債）

▲394　30.2％　1,502　　1,897　　純資産（資本）合計

+ 332　69.8％　3,465　　3,133　　負債合計

100.0％　

25.1％　

1.2％　

51.4％　

77.7％　

22.3％　

構成比

4,968　　

1,246　　

58　　

2,555　　

3,860　　

1,108　　

2006年10月

▲62　5,030　　資産合計

▲25　1,133　　　　流動資産

+ 130　1,115　　　　 （投資その他の資産）

+ 8　50　　　　　（無形固定資産）

▲175　2,731　　　　　（有形固定資産）

▲36　3,897　　　　固定資産

増減額2005年10月

連結貸借対照表（要旨）

（単位：百万円、単位未満切捨て）
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17  　　－　　　
合併による現金及び

現金同等物受入高

現金及び現金同等物に

係る換算差額

現金及び現金同等物の

減少額

財務活動による

キャッシュ・フロー

2006/10期

営業活動による

キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の

期末残高

投資活動による

キャッシュ・フロー

2005/10期

連結キャッシュフロー（要旨）

（単位：百万円、単位未満切捨て）

　 232 　 618

　▲545　 　▲1,027　

　 ▲115 　204

　4 　 7

　▲424 　▲196

　 812 　633
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今期の事業戦略
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中期的な基本戦略

2006/10期 林 組織的　能力的　地盤固め

2007/10期 風 やれば出来るの実践　素早く行動を起こし会社に風を起こす

2008/10期 火 烈火のごとく攻める　ユニット拡大、エリア拡大、事業の拡大

2009/10期 山 どっしりした企業　ビジネスチャンスを待ち的確に判断　M&A

疾風 収益構造の改革収益構造の改革今期のキーワード

前期に終了
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今期のメインテーマ

売上の改善 １．「しーじゃっく」の価格戦略

　　 　 ⇒　業態変更による売上20％の増加（今期中40店舗）

２．「マリンポリス」の価格戦略

　　 　⇒ 「マリンポリス」の売上10％増加（今期中全店舗）

　　　・・・・・・・　価格戦略とテイクアウト戦略

３．既存店の安定成長に裏付けされた新規出店　⇒　5 店舗

利益率の改善

不採算店舗の改善

将来的に利益１０億円を目指す

１．移転、退店　　　　２．自立改善　　　　３．業態変更

１．価格戦略における利益構造改革（＋5％）

　　 　 ⇒　売上20％増における固定費比率 ▲5％

２．生産性の向上における人件費比率の削減（＋2％）

　　 　⇒　客単価＋10％による人件費比率 ▲2％
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新業態開発と価格戦略

すし１皿「１３０円均一」価格の導入と業態転換の促進

しーじゃっく（105円均一）

価格戦略実施の背景価格戦略実施の背景

◆ 外部的要因　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・ すしネタ仕入れ価格の上昇　

　・ 高級感を求める顧客のニーズ　　

　・ 人件費の上昇、１皿105円の限界

◆ 内部的要因

　・ フリークエントカードや商品フェアによる　　
　　固定客確保

　・ 生産性と技術力アップで顧客満足度向上

　・ イメージチェンジとブランド力の強化を図る

今期40店舗

の業態転換
と21店舗の

リニューアル
を行う予定

すし日和（130円均一）へ
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「すし日和」業態の特徴(1)

直売三ヶ条に記された、創業精神の遵守
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「すし日和」業態の特徴(2)

１．1皿１３０円均一の価格設定

お客様の値ごろ感、安心感を重視

２．本物の食材を食べ応えあるボリュームで提供

３．ロト皿で、クジ引きのチャンス

４．お客様から直接ご意見を頂戴
　　するために、目安箱を設置

１皿105円では難しい食材を使用

　レジにて１枚につき１回、　　　　　　
　当たれば景品がもらえる

お客様重視、地域一番店を目指す
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「すし日和」業態の特徴(3)
旬の鮮魚を採り入れた豊富なメニュー
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価格戦略実施への準備

１．付加価値の向上

◆ 生産性の向上

（社員教育とその環境づくり）

① 技術力の向上

② 対面接客の向上　・・・・　お客様に対する気遣いの　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 実施、言葉と行動

２．顧客づくり

◆ フリークエントカード

　　の導入と充実

① レジでの声かけ

② ポイント還元セールの実施

③ サンキューレター（ＤＭ）の実施

① 商品フェアの実施

② ロト皿の導入
◆ 定期的販促の実施

４．人材の確保

３．商品力の向上
① 目玉商品の確立

② こだわり商品の確立

① 新卒・中途採用方法の見直し、職場環境の改善

② 外部ブレーンの導入、アウトソーシング

③ 目標の明確化と単純化による評価制度の見直し
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付加価値、生産性の向上

■ マネージャーの人件費分を

　　吸収し、経費率は改善

マネージャー制度の浸透に伴う店舗改善の効果

店長店長

店長店長

店長

マネージャー

◆　５店舗を１ユニットとした、新しい
　制度を導入、16名のマネージャー
　を配置した（現在は20名に増員）。

◆　優秀な店長経験者を配すること
　で、「自分で考え行動する」習慣と
　経営感覚を各店舗に植え付けた。

マネージャー制度の概要

①生産性の向上効果

②技術力の向上効果

③対面接客力の向上効果　　　　　　　　　

　（お客様への気遣いや言葉）

マネージャー
への還元

店舗への
還元

　全社的な　
業績の改善

さらに狙い通りの
効果が発現
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フリークエントカードの導入

ステップアップ時に
ボーナス１００P

ランクアップ時に
ボーナス２００P

ランクアップ時に
ボーナス３００P

シルバーカードは、
累計１２００P未満で

ブロンズカードへ
ランクダウン

ゴールドカードは、
累計２４００P未満で

シルバーカードへ
ランクダウン

シルバーカードは
累計２４００Pで

ゴールドカードへ
ランクアップ

ブロンズカードは
累計１２００Pで

シルバーカードへ
ランクアップ

ステップアップ

トクトクカードは
２０スタンプで
ブロンズカードへ
ステップアップ

ゴールドカード

シルバーカード

ブロンズカード

60,26460,264枚枚

2,2042,204枚枚

165165枚枚

（注：各カードの発行枚数は、1月10日現在）
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１１月 秋のおすすめメニュー１１月分

各地区個店イベント全１４店舗
及びリニューアルイベント

１２月 冬のおすすめメニュー１２月分

年末年始パーティー寿司 　　　　１１月個店イベント

各地区個店イベント及び
本店リニューアル青空市開催

　　　１１～２月のおすすめ

１月 冬のおすすめメニュー１月分

恵方巻き拡販キャンペーン １２月個店イベント・パーティー寿司

２月 冬のおすすめメニュー２月分

桜フェア２／２５～3/17
恵方巻き(節分巻き寿司）

桜フェア
３月 桜フェア３／１７まで

毎月のお奨め商品フェア(1)

2005年

2006年
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毎月のお奨め商品フェア(2)

３月 アメリカンフェア３／１８～４／９
※アメリカ出店１５周年記念
　（アメリカ７号店オープン協賛）

４月 アメリカンフェア４／９まで

トロフェア４／１０～5/10

５月 トロフェア５／１０まで

スィーツフェア５／１７～７／１０

アメリカンフェア　　
６月 スィーツフェア続行中

７月 南北食材対決(食べ較べフェア）７／１９～

フリークエントカード導入

夏休み
8月

食べくらべフェア8／20終了
食べくらべフェア

9月 9／20～10/20ポイントカード社内キャンペーン

10月 創作すしフェア10／12～

創作すしフェア
11月 11/1創業祭

スタンプ倍押し

 創作すしフェア11/15終了

2006年
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11月 パーティー寿司拡販キャンペーン11/22～

12月
130円寿司
すし日和展開開始
9店舗

Ｘ’ｍａｓ
　　　しーじゃっく福ネタフェア12/27～
恵方巻拡販キャンペーン

期間限定パーティー寿司

1月 パーティー寿司
拡販キャンペーン
1/8終了

　　　　　福ネタフェア1/21終了

2月
2/3恵方巻（節分）
2/8～3/11ぺア寿司フェア（予定）

3月
3/16～4/15春フェア（予定）
　　　春休み 恵方巻 桜フェア

4月
4/20～5/14ゴールデンフェア（予定）

福ネタフェア　　　

毎月のお奨め商品フェア(3)
2006年

2007年
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国内出店戦略（飲食事業）

マリンポリス　 １店舗

しーじゃっく　 ５店舗

すし日和　　　 ２店舗 マリンポリス 　　　　 ８店舗

しーじゃっく 　　　１５店舗

ほんじょ屋　 　　　　１店舗

レッドスパイス　　　 ２店舗

マリンポリス　 ３店舗

しーじゃっく １６店舗

まぐろ三昧　 １店舗

しーじゃっく　 １１店舗

すし日和　　　 ２店舗

マリンポリス　 ６店舗

しーじゃっく　 　２店舗

ほんじょ屋 １店舗

マリンポリス　 ２店舗

しーじゃっく ５０店舗

すし日和　　　 ５店舗

マリンポリス　 ２店舗

しーじゃっく　 ３店舗

（注：上図の地域別店舗数は、12月31日現在）
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海外出店戦略
これまでの海外戦略

米国子会社の概要と店舗網

米国西海岸における店舗展開

これからの
海外戦略

・今期の出店は、２店舗を予定

・他の出店候補地も探していく

・海外で輸入食材を安定的に調達

社名：　MARINEPOLIS  U.S.A. , Inc.

本社：　オレゴン州ポートランド

設立：　１９９０年７月（マリンポリスが１００％出資）

第１号店：　オレゴン州ビーバートン（1991年11月）

第２号店：　ワシントン州ベルビュー（1999年5月）

第３号店：　オレゴン州クラマカス（2001年4月）

第４号店：　ワシントン州シアトル（2003年6月）　

第５号店：　ワシントン州バンクーバー（2003年10月）

第６号店：　オレゴン州ポートランド（2004年4月）

第７号店：　オレゴン州ポートランド（2006年3月）

第８号店：　ワシントン州レッドモンド（2006年6月）

第７号店（パール店）オープン

第８号店（レッドモンド店）オープン
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マリンポリス米国店
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来期業績見通し（連結）

（単位：百万円、百万円未満は切捨て表示）

当期純利益

経常利益

売上高

当期実績

2007/10

1株当り配当金 10円 10円　

来期予想
2006/10

145 ▲383　

500 272　

12,210 11,332　

当期比増減

－　

+ 528　

+ 228　

+ 878　

業績見通しの前提 「マリンポリス」の出店と「すし日和」への業態転換を進める「マリンポリス」の出店と「すし日和」への業態転換を進める

◆ 新規出店１３店舗 （直営７、ＦＣ６）　閉店７店舗（直営４、ＦＣ３）
◆ 業態転換４０店舗　　リニューアル２１店舗

増減率

－　

－　

+ 83.8％　

+ 7.7％　

営業利益 507 257　 + 250　 + 97.3％　



株式会社マリンポリス JASDAQ、コード３３３９

株式会社マリンポリスは、伝統の日本食“お寿司”を現代のファーストフードとして販売する
近代的な回転寿司チェーンです。ＭＡＲＩＮＥ（海）・ＰＯＬＩＳ（都市国家）とは“海洋都市”の意
味で、海の新鮮な幸をベルトに乗せて、おいしさはもとより食べる楽しさのダブル体験を真
心のこもったサービスで、お客様にご満足頂けるよう努力しております。海鮮活き活き寿司
の「マリンポリス」が右の車輪なら、１０５円寿司の「しーじゃっく」は左の車輪です。

ＩＲに関するお問合せ先　
　　 〒700-0924　岡山市大元2丁目4番5号　株式会社マリンポリス本部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL： 086-245-2444（代）
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 E-MAIL： info@marinepolis.co.jp


